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【スローガン】 

改革３０年！ 
結成理念を継承し、 
未来に向かって挑戦しよう！！ 

新年度の方針を満場一致で決定！ 

ＪＲ四国労組は７月１０日・１１日の２日間、松山市「大和屋本店」において、第３６回定期大

会を開催した。 

大会には、代議員、特別代議員、傍聴者等、約１７０名が出席し、「安全・安定・安心輸送の確立」

「組織の強化・拡大」「労働条件の改善」等を柱とした平成２９年度運動方針を満場一致で決定した。 

主催者を代表し、中濱委員長は冒頭の挨拶で、「７月５日から６日にかけて九州北部を襲った集中

豪雨により亡くなられた皆さま、被災された皆さまに心からお見舞いを申し上げる。」と哀悼の意を

示した。その後、大きく３本の方針に沿った所信を述べるとともに、「ＪＲ四国労組は結成３０年目

を迎えた。今一度「二度と雇用不安を起こさない」という結成理念を再認識し、民主的で将来に責

任の持てる労働運動を実践しなければならない。今後も私たちを取り巻く環境は決して容易なもの

ではないが、その変化を見据え、運動の原点を確かめ、労働組合の使命と役割を改めて認識し、共

に新たな一歩を踏み出して行こう」と訴えた。 

また、来賓として、連合四国ブロックより連合愛媛弓立会長、四国交運労協より深井副議長、Ｊ

Ｒ四国半井社長、ジェイアール四国バス吉良社長等、多くのご来賓にご臨席いただき、連帯と激励

の挨拶を受けた。 

議事では、執行部から「平成２９年度運動方針（案）・予算（案）」の提案を受け、代議員、特別

代議員延べ３４名より質疑があり、執行部答弁及び眞鍋書記長総括答弁の後、全議案が満場一致で

可決された。また、役員改選では、今日までＪＲ四国労組運動を積極的に牽引してきた眞鍋書記長、

浦川執行委員、石野執行委員が退任され、中濱執行委員長を再任するとともに、大谷新書記長を選

出し、新たな役員体制の下、新年度の運動を力強くスタートした。 

最後にＪＲ四国労組の団結とさらなる躍進に向け、中濱委員長の「団結ガンバロー」で全日程を

終了した。 

なお、大会初日終了後には、歴代の本部執行委員長をはじめ国会議員、友誼団体の代表者など約

２２０名が参加のもと結成３０周年を祝う記念レセプションを開催した。 

定期大会終了後、第１回執行委員会を開催し、新役員の任務分担等が次頁のとおり決定された。 



平成２９年度新役員名簿及び任務分担 

役 職 名 氏 名 専・非 任  務 担当支部 

執 行 委 員 長 中濱  斉 専 総括 

副執行委員長 嶋田 剛好 〃 
組織（出向・関連企業）、政治・共闘、 
事業部長、四交運事務局長 

高知・自動車 

〃 幸 大 〃 総務、企画、財政、法対部長 香川・徳島 

書 記 長 大谷  清 〃 業務、調査部長、部会担当 愛  媛 

執 行 委 員 森安 祐貴 〃 
政策、教宣部長、青女担当（男女平等） 
レク・サークル担当

本  社 

〃 中野 圭司 非 組織副部長 香  川 

〃 松下 正弘 〃 業務副部長 愛  媛 

〃 井内 貴志 〃 事業副部長 徳  島 

〃 河野 憲司 〃 政治・共闘副部長 高  知 

〃 林  広章 〃 政策・調査副部長 本  社 

〃 上田 耕成 〃 教宣副部長 自 動 車 

〃 杉本 慶太 〃 出向・関連企業担当 香  川 

〃 武智 義治 〃 出向・関連企業担当 愛  媛 

〃 西口 智也 〃 出向・関連企業担当 徳  島 

〃 山本 真二 〃 出向・関連企業担当 高  知 

〃 池田 佳憲 〃 出向・関連企業担当 本  社 

〃 竹崎 教幸 〃 出向・関連企業担当 自 動 車 

特別執行委員 中村 鉄平 専 ＪＲ連合派遣 

〃 笹岡 慎平 非 青年女性会議 

〃 髙島 朋江 〃 青年女性会議 

会 計 監 査 大野 裕史 〃 

〃 中西 浩明 〃 

〃 中西 章仁 〃 

以上 




